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No.185  3 月号
ひかりん
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ど

り

が

鳥
掛
け
に
す
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末
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民
文
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野
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し
き
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へ

　
　
　
　
　
法
道
寺　
本
田　
花
風

政
野
は
十
八
日
朝
名
古
屋
に
つ
き
、二
日
の
間
の

稽
古
を
し
て
舞
台
に
立
ち
、「
二
十一日
に
は
例
の
ウ
イ

ロ
ー
お
土
産
に
帰
って
き
ま
す
」と
十
六
日
付
の
手
紙

に
書
い
て
い
る
。名
古
屋
で
妹
か
ら
の
電
報
を
受
け
取

る
と
、予
定
を
か
え
て
急
い
で
帰
郷
し
た
。

保
釈
の
条
件
で
あ
る
保
釈
金
は
四
十
円
で
、政
野

は
手
持
ち
の
金
の
あ
ろ
う
わ
け
も
な
かっ
た
。一刻
も
早

く
と
気
は
せ
く
。な
ぜ
妹
の
喜
美
子
が
そ
の
金
の
調
達

に
動
い
て
い
な
かっ
た
の
か
と
肚
を
た
て
、二
尺
ざ
し
で

妹
を
ぶっ
た
と
い
う
。

中
野
の「
暮
れ
の
感
想
」に
よ
る
と
、十
二
月

二
十
六
日
夜
、豊
多
摩
刑
務
所
を
出
て
い
る
。政
野
は

保
証
金
の
工
面
に
走
り
ま
わ
り
、やっ
と
金
が
で
き
て
、

す
で
に
御
用
じ
ま
い
に
な
って
い
る
刑
務
所
か
ら
夫
を

だ
す
こ
と
が
で
き
た
。

夫
妻
の
こ
の
年
の
暮
れ
を
、「
暮
れ
の
感
想
」は
簡

潔
に
書
い
て
い
る
。

「
…
私
は
暮
れ
を
ど
う
し
て
越
し
た
か
思
い
出
せ

な
い
。年
明
け
て
か
ら
が
家
財
道
具
を
差
し
押
え
に

や
って
き
と
こ
ろ
を
み
れ
ば
、諸
式
の
払
い
も
と
ど
こ

お
っ
た
ま
ま
で
私
た
ち
が
年
の
瀬
を
越
し
た
、と
い
う

よ
り
も
、年
の
瀬
の
ほ
う
で
私
た
ち
の
上
を
越
し
て

行
っ
た
の
だ
ろ
う
。」

四
月
か
ら
の
短
い
同
居
生
活
中
、政
野
は
夫
を

「
中
野
さ
ん
」と
し
か
呼
べ
な
か
っ
た
と
い
う
。そ
う
い

う
妻
を「
お
ま
え
さ
ん
」と
古
女
房
に
対
す
る
よ
う
な

親
愛
を
こ
め
て
呼
ぶ「
亭
主
」に
中
野
は
な
り
、そ
の
夫

への
手
紙
に
、「
重
治
さ
ま
」と
書
き
、「
中
野
が
、中
野

が
」と
無
意
識
の
う
ち
に
口
に
す
る
よ
う
に
変
わ
って

いっ
た
妻
が
こ
の
年
の
手
紙
の
行
間
に
息
づ
い
て
い
る
。

中
野
重
治
の
投
獄
は
、ま
だ
十
分
に
夫
婦
に
な
り

き
る
時
間
を
も
た
な
か
っ
た
夫
と
妻
を
、よ
り
深
い
と

こ
ろ
で
強
い
絆
を
も
つ
夫
婦
た
ら
し
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。夫
婦
の
結
婚
の
終
生
の
基
調
は
、引
き
裂
か
れ
た

新
婚
七
ヶ
月
間
に
出
来
て
いっ
た
よ
う
に
思
う
。
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手話奉仕員養成事業の受講者を募集します

手話により聴覚障がいを持っている人へ意思疎通の支援ができる活動者を
養成するため、手話奉仕員養成事業の受講者を募集します。
◆日　程　4月8日～令和4年3月31日　毎週木曜19時～21時
◆場　所　八代市代陽コミュニティセンター
◆参加料　テキスト代7,600円
◆申　込　事前申込みを3月31日（水）まで福祉課で受付けます。
　　　　　 当日申込みは5月13日（木）まで会場で受付けます。
問 福祉課 福祉係　☎0965-52-5852　
　 (一財)熊本県ろう者福祉協会　☎096-383-5587

俳
　
句

春の訪れを告げる梅の花が氷川の川面を彩る立神峡 

RKK熊本放送で３月10日午後８時から立神峡里地屋敷五右衛門風呂が放送
立神峡だより

立神峡公園管理棟
☎ 0965-62-1543  ＦＡＸ0965-62-1546 （8:30～17:30 火曜定休日）

【お問い合わせ先】

新戦力の紹介　最新式の薪割り機を導入しました

タケノコ堀が始まります

冬の寒い季節が終わり、やがて春を迎える立神峡。そ
の氷川の流れに沿い、梅の花が見事に今年も花をつけて
くれました。

紅梅やピンク・白などの花が川の流れとマッチして川
面を彩る風景は対岸からの眺めは見事なものです。

花が終わると青葉となり、沢山の梅の実を付けること
でしょう。今年は、この梅の実を取り、幼木として育て
立神峡の岸壁に根ずかせられないものかと思案中。冬の
岸壁は色合いが少なく侘しい感じがするので、そこに色
とりどりの梅の花が咲き乱れると正に桃源郷の世界に浸
れるのではと思いつつ、今年も如何に立神峡の魅力を引
き出すことが出来るかと気を揉んでいます。皆様も一度
見に来てください。

2 月 11 日建国記念日の日、ここ立神峡公園里地屋敷において、RKK の取材
を受けました。

今回の取材は、五右衛門風呂特集という事で、白羽の矢が立ちました。皆様も、
ご承知のように、里地屋敷には特別の大きな五右衛門風呂があります。八代出
身のタレントで「まさやん」が風呂に入るシーンを撮影するという設定。しか
しながら、最初から、火おこしからスタート。火をつける場面は、氷川の火打石で、
悪戦苦闘しながらの火おこしで、とてもユニ－クなキャラが笑いを誘いました。

約１時間後、風呂が沸き入浴シ－ンは赤いふんどしで…。
後は、当日放送をお楽しみ下さい。

今回、最新式の薪割り機を導入し、作業効率の向上を目指します。
この薪割り機は重量は 185㎏・粉砕力は 27t・ガソリンエンジンで
油圧の力で直径 50㎝の丸太を軽々と粉砕する優れもの。また、垂直
や水平にして長さ 65㎝の丸太を油圧レバ－の操作一つで薪割りが可
能で、見る見るうちに薪の束が出来てしまいます。近年のキャンプブ
－ムで薪の需要はうなぎ上り。薪スト－ブを使用している人にはもっ
てこいの機械です。興味のある人は是非、立神峡に足をお運びくださ
い。

春の風物詩の一つ。タケノコ堀を今年もやります。資材等は当方で
準備します。

大人 300 円・小学生 100 円・幼児無料とし、タケノコ 1 人 2 本迄。
収穫できない場合は、それまでです。子供さんたちとの収穫体験を通
じて、里山への関心と情操教育に繋げて見られては如何ですか？ 3 月
10 日以降、逐次受け入れ可能です。

御立岬公園（キャンプ場）
潮の香りと雄大なロケーションを感じられます。
道の駅たのうらで新鮮な食材を準備してバーベ
キューを楽しむのがオススメです。公園内にはカー
ト場や釣りランド、温泉センターなどもあり、１日中
楽しめます。
◆テント宿泊利用料（1泊1張あたり）
　常　設：6,000円
　持込み：2,000円

バーベキュー台レンタルや、薪・木炭
の販売有り。日帰りBBQもできます。

問 御立岬公園　☎0966-87-0737

「豪雨災害 復興祈願」
第27回九州国際スリーデーマーチ2021 

申込方法など、詳しくは公式HPをご覧ください。
◆日　　時　5月22日(土)・23日(日)
　　　　　　※雨天決行
◆場　　所　桜十字ホールやつしろ
　　　　　　（やつしろハーモニーホール）
◆事前申込　3月15日(月）～4月23日(金)
※申込み時に参加費が必要となります。
問 九州国際スリーデーマーチ実行委員会
 ☎0965-33-4132

定住自立圏イベント情報  ～芦北町～定住自立圏イベント情報  ～八代市～

募


